
                       2009年 10月 27日 
                                        関西学院大学教授 神野直彦 

目指すべき真の分権型社会とは－税財政改革を中心として－ 

１． 歴史の「峠」としての「百年に一度の危機」 

・ 「パクス・アメリカーナ」の最終的終わり 

・ 福祉国家の行き詰まり 

・ 重化学工業を基盤とした工業社会の限界 

 

２． 福祉国家克服の二つのシナリオ 

・ 「小さな政府」への回帰 

・ 地方分権の推進 

 

３． 「小さな政府の大失敗」 

・ 現金給付からサービス給付へ 

・ 選別主義から普遍主義へ 

・ 「再分配のパラドックス」 

 

４． ユニバーサル・サービスを担う地方自治体 

・ ユニバーサル・サービスによる「人づくり」 

・ ユニバーサル・デザインによる「まちづくり」 

 

５． 協力原理を基礎にした民主主義 

・ セーフティネットからトランポリンへ 

―以上― 


